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○酒井河川レンジャー（上半期）活動報告 

1.平成 27 年度 河川レンジャー活動の目的と達成手段 
 
1.1 活動の目的  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.2 活動目標  
 

 

 

 

 

 

 

 

１．淀川の現状 

①ラジコン飛行機、ゴルフの練習、バイクの河川敷への進入などの不法・迷惑行為が行わ

れている。 

②これらの行為は人目につかない場所で行われることが多い。 

③全国の河川では水難事故が多発しており、淀川でも子供の水難事故が発生している。 

 

２．淀川の課題 

①利用者が安全・安心して楽しく遊べる淀川を目指す。 

 

３．活動の目的 

①利用者の安全・安心のための「抑止力の輪」づくりを行う。 

Step1  不法迷惑行為のしにくい地域づくりをつくるため、安全指導・不法迷惑行為の調

査・監視及びニーズの収集を行う。 

Step2 利用者に自己責任のもと、危険を回避する手段を会得して頂く。 

Step3 多様な監視をするための仕組みづくりを提案する。 
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●活動内容 

 活動内容 

実施時期（任命期間/年次）

試行 1 期 2 期 

1 2 3 4 5～RA

Step1 

 地域住民の関心を 

 高める 

 

①河川の適正な利用の推進を図る活動（高槻全

管内） 

・河川水辺での安全指導 

 ・不法・迷惑行為の調査・監視 

②河川に係わるニーズの収集 

 

     

Step2 

 河川レンジャーと 

 管理者が協働して 

 取り組む 

  

①危険を回避する術を会得 

・利用危険度マップの作成 

②河川･公園管理者への危険箇所などの報告会 

 

③多様な監視をするための仕組みづくり 

・河川利用見守り隊の設立準備 

 

     

Step3 

 地域住民から 

 行政へ発信する 

 仕組みを構築 

 

①多様な監視をするための仕組みづくり 

・河川利用見守り隊の結成（平成 26 年 5

月立ち上げ） 

②利用見守り隊による安全指導･行為の調査・

監視 

③「抑止力の輪」づくり  

 

     

 

 

平成 27 年度の活動一覧 

活動分野 活動名 実施時期 

河川の適正な利用の推進を図る活動

利用者の水辺での安全指導 4 月～11 月 

不法･迷惑行為の監視･指導 4 月～11 月 
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2.河川の適正な利用の推進を図る活動  ・平成 27 年 4 月～平成 27 年 10 月 

 

テ ー マ 河川の適正な利用の推進を図る

活動 

活動場所 

担  当 高槻出張所管内 

活動日時 ・平成 27 年 2 月～平成 27 年 10

月に適宜実施。(下表の詳細参照)

活 動 内 容

参加人数 

平成 27 年 2 月～平成 27 年 10 月の状況を下表に示します。 

・水辺での安全指導（危険箇所の調査） 

・不法･迷惑行為の監視・指導（不法迷惑行為の調査） 

・河川に関するニーズの収集 

 

 

NO 月 日 
曜

日 
場所 淀川右岸 

水辺での安全指

導 

不 法 ･ 迷 惑

行 為 の 監

視･指導 

河川に

関るニ

ーズの

収集 

参加者

数 
備考 

危険箇

所の調

査 

水辺で

の安全

指導 

不法･迷惑

行為の調

査 

1 
2 

15 日 
キャンパスプラザ京

都 
   ○ 3 名  

2 19 木 三島江野草地区 ○  ○ ○ 2 名  

3 22 日 嵐山中島公園    ○ 40 名 
桂川クリ

ーン作戦 

4 3 15 日 三島江野草地区 ○  ○ ○ 2 名  

5 21 日 三島江野草地区 ○  ○ ○ 25 名 

三島江ク

リーン作

戦 

6 4 9 木 OMM ビル    ○ 6 名  

7 27 月 南冠公民館    ○ 7 名 大塚 WG 

8 5 3 土 淀川資料館    ○ 2 名  

9 5 火 大塚地区～鳥飼上地

区 
○ 

 
○ ○ 3 名 

 

10 10 日 城北ワンド    ○ 30 名 

ワンド外

来魚駆除

作戦 

11 11 月 三箇牧小学校    ○ 6 名  
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12 14 木 淀川河川事務所    ○ 4 名  

13 17 日 三島江野草地区 ○  ○ ○ 6 名  

14 6 8 月 OMM ビル    ○ 9 名 大塚 WG 

15 29 日 南冠公民館 ○  ○ ○ 6 名  

16 7 12 日 芥川津之江 ○  ○ ○ 6 名  

17 19 日 鳥飼上地区～一津屋

地区 
○ 

 
○ ○ 

2 名  

18 8 8 土 芥川津之江 ○   ○ 2 名  

19 9 27 日 大塚地区 ○  ○ ○ 20 名  

  計 181

名 

 

関係機関からの支

援内容 

○淀川河川事務所(河川･公園管理者)、淀川河川公園事務所 

 ①安全指導時に利用するパンフレット、チラシ等の提供 

②水辺の危険箇所調査情報の提供 

③不法･迷惑行為の実態調査情報の提供 

④不法･迷惑行為の調査及び協働者の発掘に対する情報 

○河川財団 

 ①安全指導時に利用するパンフレット、チラシ等の提供 

河川レ

ンジャ

ーの活

動内容 

準備 

・河川･公園管理者から情報収集、整理 

不法・迷惑行為の実態 

水辺の危険箇所 

・実施計画の立案 

当日 

・水辺の危険箇所調査 

・不法迷惑行為の実態調査 

・淀川にかかわるニーズの収集 

事後 
・河川にかかわるニーズの整理 

・調査結果について河川･公園管理者が日常管理や管理運営計画に反映 
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3.第 10 回三島江草刈ワークキャンプ       ・平成 27 年 5 月 23 日(土) 
3.1 実施状況 

活 動 名 第 10 回淀川河川公園 高槻「三島江河川敷切り下げ区域」外来種等草刈作戦 

～よどがわの草木でつくっちゃおう～ 

活動分野 環境保全・自然観察・防災 

氏  名 酒井 信行（高槻出張所管内河川レンジャー) 

連携等 団体との共催・他団体の活動(行事)への出展等 

（団体名：IVUSA） 

活動日時 平成 27 年 5月 23 日(土) 9：00～16：15 

実施場所 三箇牧公民館～三島江野草地区～三島江ワンド 

参加対象 地域住民・団体(学校)（団体名：三箇牧小学校） 

参加人数 参加総数 39 名  

 参加者 15 名 三箇牧小学校児童 6名、釣り同好会 9名 

 講師 1 名 大阪工業大学教授 綾史郎氏 

 スタッフ 2 名 淀川公園委員会事務局、河川公園事務所 

 連携団体関係者 19 名 IVUSA14 名、ネイチャー高槻 5名 

 府県・市職員 -  

 淀川河川事務所 1 名 高槻出張所 

 河川レンジャー運営事務局 1 名  

スケジュ

ール 

9:00 開始、レンジャーから開会のコメント 

9:20 ワンド周辺の草刈、切り下げ地草刈、刈草回収 

11:30 草刈終了、道具の回収 

 12:30 会場テントの設営、道具の準備 

 13:30 参加者児童の工作開始 

 14:45 ヨシ笛づくり、ヨシ笛試し吹き 

 15:20 ヘラオオバコの採取、オオバコダービー開始 

 15:50 スタッフから地域の川の歴史講義、レンジャーから次回の予告と誘致 

 16:15 終了、後片付け、解散 

配付資料 進行リスト(レジュメ：担当レンジャー作成) 

関係機関からの 

支援内容 

「シニア自然大学校高槻支部ネイチャーたかつき」から工作指導、工作機材の支

援 

高槻出張所より工作材料の支援 

淀川河川公園事務所よりテント 3張り、机 5脚の提供 

河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備 

4 月 9 日：IVUSA、高槻出張所と事前打ち合せ 

5 月 3 日：IVUSA と事前打ち合せ 

5 月 10 日：草刈り範囲の現地調査、野鳥の生息確認 

5 月 11 日：三箇牧小学校と事前打合せ 

当 日 草刈り時の安全管理など活動上の諸注意の説明 

事 後 
意見、アンケートの整理、集計 

6 月 8 日：IVUSA、高槻出張所ふりかえり 

参加者からの意見 
・切り下げ地の樹木の管理方針の検討が必要 

・野鳥の産卵時期と草刈り時期の調整が必要 
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3.2 活動状況 

 

 
三島江ワンドの草刈り実施状況 三島江切下げ地の草刈り実施状況 

 
ワークキャンプ実施状況 スタッフから地域の川の歴史講義 
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4.芥川河口意見交換会                ・平成 27 年 8 月 23 日(日) 
4.1 実施状況 

活 動 名 第 11 回 高槻「芥川津之江」意見交換会～芥川 遊ぼう 学ぼう 魚とり～ 

活動分野 啓発その他・自然観察 

氏  名 酒井 信行（高槻出張所管内河川レンジャー）  

連携等  

活動日時 平成 27 年 8月 23 日(日) 10:00～12:00 

実施場所 芥川 津之江公園 

 

参加対象 地域住民 

参加人数 参加総数 43 名  

参加者 34 名 大人 7 名､子ども 27 名 

講師 1 名 綾 史郞 

（淀川環境委員会委員／大阪工業大学工学部教授）

スタッフ 5 名 NPO 国際ボランティア学生協会 IVUSA 

淀川河川公園事務所、高橋 氏（酒井 R協力者） 

原 河川レンジャー 

連携団体関係者 －  

府県・市職員 －  

淀川河川事務所 2 名  

河川レンジャー運営事務局 1 名  

スケジュ

ール 

10:00 開始 

・河川レンジャー挨拶、活動趣旨説明、講師紹介、活動時の注意事項説明 

・ライフジャケットの着用指導 

10:15 川の生きものを調べよう 

(1)魚による調査 

①魚さがし（参加者による魚種等の捕獲） 

②投網、モンドリによる調査 

 11:15 (2)捕獲した魚合わせ 

①捕獲した魚種の解説 

②捕獲した魚種から判る芥川の水質について解説 

 11:30 芥川・淀川の河川環境について解説 

実施場所

津之江公園 

芥
川 

淀
川 
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 11:45 淀川河川公園について解説 

 11:50 活動のまとめ 

 12:00 終了 

配付資料 冊子「ストップ！河川水難事故」、「水辺の安全ハンドブック」、 

「川の生きものを調べよう」 

資料「芥川はどんな川？」、「川のすがたと指標生物」、 

「芥川にくらす身近な魚たち」、「川の安全利用啓発チラシ」、 

「過去の芥川での水難事故新聞記事」 

案内「酒井レンジャー活動案内（11/22 予定）」、 

「原レンジャー活動案内（9/27 予定）」 

関係機関からの支援内容 ○淀川河川事務所 

津之江公園周辺の整備（活動場所周辺草刈り）、実施中の安全管理、芥川・

淀川の河川環境について解説、資料印刷・提供、自然観察備品の貸与（ラ

イフジャケット、スローロープ、水槽、たも網、胴長 他）、資材運搬 

○淀川河川公園事務所 

 テント、イス、テーブルの貸与（運搬・設置補助含む）、実施中の安全管理

河川レン

ジャーの

活動内容 

 

準 備 現地下見、関係機関との実施に向けた支援依頼・調整、実施計画作成、スタ

ッフとの運営に向けた打合せ、前日の現地確認・実施判断、その他連絡調整

当 日 
実施場所の安全確認、会場設営、スタッフ打合せ、水生生物採捕のモ

ンドリ設置、運営（安全管理含む） 

事 後 準備物の後片付け、活動報告まとめ 

参加者からの意見 
水深が深く流速が早い所があ活動場所の選定に課題がある。 

綾先生の魚の同定、芥川の環境の説明は良かった。 

 

4.2 活動状況 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
酒井レンジャーによる活動趣旨の説明と芥川

について解説 
 

魚さがし（参加者による魚種等の捕獲）実施状況

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
講師による捕獲した魚種、および魚種から判

る芥川の水質について解説 
 

淀川河川事務所による芥川・淀川の河川環境につ

いて解説 
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○杉本河川レンジャー（上半期）活動報告 

5.平成 27 年度 河川レンジャー活動の目的と達成手段 
 
5.1 活動の目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.2 活動の目標 

 

 

 

 

 

 

【現状と課題】 

 ・子どもの「遊び方」の多様化や休日も塾や習い事へ通う割合が高いことなどから自然

環境の場で遊ぶ子どもたちが減少している。学校では防災安全面から「川は危ない」との

指導。 

 ・近年の自然災害は増加傾向にあり、私たちの「防災」への関心が高まっている。地域

での防災活動は増えつつあるが、学校現場での「防災教育」へのニーズが求められている。

 

【目的】 

自然と「ふれあう場」が少ない子どもたちに、学校では経験のできない自然体験学習を

実施します。特に高槻市を南北に流れる芥川と淀川とのつながりに意識しながら、子ども

の健全育成と淀川・芥川についての関心を高めていくことを目的とします。 

また、幅広い世代の方へ淀川・芥川の魅力や想いを学び教え合う場を創出し、河川から

地域の防災や自然環境、生活、歴史、文化などを学ぶことで、河川への理解を深めていく

ことを目指します。 

Step1 河川にかかわる問題やニーズを把握する 

Step2 レンジャー活動のネットワーク構築（他機関との連携） 

Step3 レンジャー活動を通じて次世代育成（教え伝えるしくみ作り） 
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●活動内容 

 活動内容 

実施時期（任命期間/年次）

試行 1 期 2 期 

1 2 3 4 5～RA

Step1 

 地域住民の関心を 

 高める 

① 「高槻ジュニア河川レンジャー」の実施 

・川と自然とのかかわりを理解する体験学習プ

ログラム・参加者の募集や関係機関との調整 

② たかつき川トークプロジェクト 

・河川に関する各ﾃｰﾏ（防災、自然環境、歴史、

観光など）の交流会・川の安全、治水、環境を

考える意見交流会 

●防災授業：小学校での出前授業（防災） 

     

Step2 

 河川レンジャーと 

 管理者が協働して 

 取り組む 

① 「高槻ジュニア河川レンジャー」の展開 

・他機関との協力体制を構築する 

・サポートスタッフの育成 

 

② たかつき川トークプロジェクト 

・淀川でのウォーキングプログラムの実施 

●防災授業 

・継続的な活動に向けた教育委員会との協議 

・小中学校での出前授業実施に向けた取組 

     

Step3 

 地域住民から 

 行政へ発信する 

 仕組みを構築 

① 「高槻ジュニア河川レンジャー」の継続 

・「参加する側」から「教える側」へ学び合う

場をつくる 

 

② たかつき川トークプロジェクト 

●防災授業 

・小中学校での出前授業（段階的学習）の確立

・防災について調べたことを発表する場を創出

     

 

 

平成 27 年度の活動一覧 

活動分野 活動名 実施時期 

河川の適正な利用の 

推進を図る活動 

河川に係わる文化・歴史の 

普及・啓発活動 

高槻ジュニア河川レンジャー 5・7・8・9・3月 

たかつき川トークプロジェクト 4・6・10・11・1 月

防災・救護・救難の 

推進を図る活動 
たかつき川トークプロジェクト 4・6・10・11・1 月
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6. 摂津峡水の安全ウォーク①            ・平成 27 年 5 月 19 日(日) 
6.1 実施状況 

活 動 名 高槻ジュニア河川レンジャー ～摂津峡水の安全ウォーク～ 

活動分野 自然観察 防災啓発 

氏  名 杉本 真一（高槻出張所管内河川レンジャー） 

連携等 団体との共催 団体名：NPO 法人ノート（高槻市青少年教育団体） 

協力：高槻市（危機管理室、産業振興課） 

活動日時 平成 27 年 5月 19 日(日) 10：40～12：00 

実施場所 高槻市原地区（摂津峡公園周辺） 

参加対象 団体(地域団体) 団体名：NPO 法人ノート 

 

参加人数 参加総数 １７名  

 参加者 １２名  

 講師   

 スタッフ ５名 NPO 法人ノート（スタッフ） 

 連携団体関係者       名  

 府県・市職員 －  

 淀川河川事務所 －  

 河川レンジャー運営事務局 名  

スケジュ

ール 

10:40 開始（摂津峡桜公園入口、旧かじか荘前） 

 杉本 Rより『川遊び安全マップ作り』について説明 

  

 10:50 フィールドワーク開始 

  川遊びポイントのチェック 

  杉本 Rより『川の安全な利用方法』について解説・ふりかえり 

 12:00 終了（旧喜楽荘前） 

配付資料 
・摂津峡公園案内マップ（高槻市産業振興課作成） 

・ふりかえりシート（アンケート） ※回収済み 

関係機関からの 

支援内容 

高槻市危機管理室（防災ハザードマップの提供） 

高槻市産業振興課（摂津峡公園案内マップの提供） 

河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備 

募集チラシの掲示依頼（JR 高槻駅観光案内所 高槻市観光協会） 

高槻市との打ち合わせ 

現地下見、芥川漁協へ協力依頼 

当 日 プログラム実施 

事 後 関係機関を訪問（挨拶） 

参加者からの意見 

・川のながれがはやかったりするところがあった。 

・ゴミが落ちてあるのが気になりました 

・夏休みに家族といっしょにきたいです。 

・ぼうさいサイレンをはじめてみた 

・せっつきょうは岩がいっぱいあった 
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6.2 活動状況 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

  川遊びポイントの調査①  防災サイレンの紹介 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

  川遊びポイントの調査②  調査結果の記入 
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7.たかつき川トーク・三箇牧小学校          ・平成 27 年 6 月 30 日(火) 
7.1 実施状況 

活 動 名 たかつき川トーク～子ども防災教室～ 

活動分野 防災 

氏  名 杉本 真一（高槻出張所管内河川レンジャー) 

連携等 団体との共催・他団体の活動(行事)への出展等 

(団体名：高槻市立三箇牧小学校) 

活動日時 平成 27 年 6月 30 日(火)10：50～12：30 

実施場所 三箇牧小学校：高槻市三島江１丁目 13−6 
参加対象 三箇牧小学校 3学年 

参加人数 参加総数 37 名  

 参加者 36 名 教師 1名、3年生 35 名（学年 1クラス） 

 講師 -  

 スタッフ -  

 連携団体関係者 -  

 府県・市職員 -  

 淀川河川事務所 -  

 河川レンジャー運営事務局 1 名  

スケジュ

ール 

10:50 野外活動集合、開始 

11:30 築堤記念碑にて、レンジャーから堤防決壊の歴史について説明 

11:40 先生から三箇牧小学校が移転前にあった場所について、砂採取船についてクイズ

 11:50 室内にて災害の歴史、室内で地域の洪水被害について講義 

 12:15 室内で地域の洪水被害について講義 

 12:30 児童のアンケート記入、終了 

配付資料 実施計画(レジュメ：担当レンジャー作成) 

関係機関からの 

支援内容 

【高槻出張所、中央流域センター】 

・簡易水防資材の借用 

・ふりかえりシート印刷 

河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備 

5/26 小学校との打ち合わせ（校長先生） 

6/18 小学校との打ち合わせ（学年担当） 

6/29 借用資材受取り 

当 日 
・防災教室の実施 

・ふりかえりシートの記入依頼 

事 後 
7/14 小学校訪問（挨拶） 

ふりかえりシートの回収 

参加者からの意見 

・洪水はとてもたいへんなものだと思いました 

・家に帰ってお父さんやお母さんにいいたいです 

・自分のいのちは自分でまもりたいと思いました 

・わたしの家はよう水ろのちかくなので、川のことをしれてよかったです

・こうずいのたいさくほうほうもおしえてもらっていいじゅぎょうになり

ました。 

・親と話をしてにげる場所をきめようと思います。 
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7.2 活動状況 

 

 
レンジャーから堤防決壊の歴史について説明 三箇牧小学校が移転前にあった場所について

 
地域の災害について講義 家庭で出来る洪水防御の方法について 
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8. 摂津峡水の安全ウォーク②            ・平成 27 年 9 月 13 日（日） 
8.1 実施状況 

活 動 名 摂津峡水の安全ウォーク ～川遊び安全マップを作ろう！～ 

活動分野 自然観察・防災 

 

氏  名 高槻出張所管内 杉本真一河川レンジャー 

連携等 団体との共催（団体名：NPO 法人ノート（高槻市青少年教育団体） ） 

協力：高槻市（産業振興課）、山水館 

活動日時 平成 27 年 9月 13 日（日）10：15～ 15：00 

実施場所 （場所）摂津峡及び山水館大広間 

参加対象 地域住民（小学３～６年生） 

 

参加人数 参加総数 59 名  

参加者 41 名 大人 名､子ども 41 名 （小学 3～6年生）） 

講師 １名 武庫川女子大学藤本勇二専任講師 

スタッフ 13 名 NPO 法人ノート 

連携団体関係者 3 名 山水館 長山専務他従業員 

淀川区役所職員 名  

淀川河川事務所 名  

河川ﾚﾝｼ゙ ｬー運営事務局 1 名  

スケジュ

ール 

10：15 開始：山水館屋上駐車場 受付 

10：35 ・藤本講師による本日の活動内容及びルールのお話し 

 10：40 ・杉本レンジャーによる活動の注意事項及び活動範囲等の説明 

 10：45 ・山水館より上下流に 2つのグループ分けによる探検（川歩き調査）の開始

 11：45 ・山水館に到着、山水館大広間（ﾜｰｯｸｼｮｯﾌﾟ会場）に集合 

 12：00 ・昼食 

 13：00 ・参加児童を 3班に分けて「摂津峡ワークショップ」を開始 

 14：20 ・ワークショップの終了 

 14：25 ・高槻ジュニア河川レンジャー活動の振り替えり感想の作成 
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 15：00 後片づけ：終了 

配付資料 ・摂津峡公園マップ（高槻市産業振興課提供） 

・「高槻ジュニア河川レンジャー」プログラム（９月活動） 

・川キッズ調査隊報告シート 

・9月「わくわく英語ＤＥキャンプ」ふりかえりシート 

関係機関からの支援内容 摂津峡公園マップの提供（高槻市産業振興課） 

 

河川レン

ジャーの

活動内容 

 

準 備 山水館との打ち合わせ（ワークショップ会場提供） 

高槻市産業振興課との打ち合わせ 

配布資料の印刷 

当 日 プログラム（川歩き調査、ワークショップ）の実施 

事 後 
関係機関への挨拶 

アンケートのとりまとめ 

参加者からの意見 

・水がきれいで川遊びができることがわかった 

・マップ作りはむずかしかったけど、できてよかった 

・摂津峡のいろいろなあぶない所やあんぜんな所がわかって良かったです 

・おおきな岩がたくさんあった 

・魚がいてきれいな川だとわかりました 

 

8.2 活動状況 
 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 ・杉本レンジャーによる活動の説明  ・摂津峡を探検するジュニア河川レンジャーたち

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 ・藤本講師によるワークショップの説明風景  ・探検した結果をまとめる児童たち 
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○原河川レンジャー（上半期）活動報告 

9.平成 27 年度 河川レンジャー活動の目的と達成手段 
 
9.1 活動の目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.2 活動の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①地域住民の淀川への接点は河川公園である場合が多い。魅力ある河川公園にすることが

多くの淀川ファンをつくることに繋がり、住民参加の各種活動により住民の意見を取り

入れた魅力ある淀川を実現することができる。 

②河川公園大塚地区には公園整備計画があり今後４～５年をかけて整備されることになっ

ているが、地域住民からは大塚地区特有の河川公園へのアクセスの安全性確保や親水エ

リアの実現等多くの課題や要望もある。 

以上の課題認識から地域住民と行政の橋渡し役となって淀川河川公園大塚地区公園整備

計画のベストな実現を目指すことを活動の目的とする。 

Step1  大塚地区公園整備計画のベストな実現に向けた課題抽出とその解決案の検討をす

るとともに自然観察や美化活動などのイベントを通して地域住民に関心を持って

もらう。 

Step2 課題解決のため設立したワーキンググループでの検討結果を具体的な提案書とし

て作成する。 

Step3 ワーキンググループを継続するとともにより魅力的な河川敷実現に向けた新たな

活用提案を作成する。 
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●活動内容 

 活動内容 

実施時期（任命期間/年次）

試行 1 期 2 期 

1 2 3 4 5～RA

Step1 

 地域住民の関心を 

 高める 

①淀川右岸大塚地区の現状調査 

・巡回や公園利用者アンケート調査により現状

課題整理を実施するとともに河川・公園管理

者との報告会により課題共有を図る。 

②自然観察会（バッタのオリンピック） 

・河川敷の自然にふれあってもらうとともに 

参加者に公園整備計画の説明することにより

感心を高めてもらう。 

③クリーンアップ活動 

・水辺をクリーンアップするとともに淀川の 

水質検査などを通して淀川の環境に対して 

関心を高めてもらう。 

④地域住民との連携確立 

・地域住民会議へ河川レンジャーとしてメンバ

ー登録し、地域住民と行政の橋渡しのベース

となる意見交換の場を確立する 

     

Step2 

 河川レンジャーと 

 管理者が協働して 

 取り組む 

①大塚地区公園整備計画のベストな実現に向け

 た課題解決ワーキンググループの設立 

・地域住民の公園へのアクセスの安全性確保や

親水エリアの確保などの課題や要望に対して

その解決にむけワーキンググループの中で 

住民や関連行政と一体となって取り組む。 

     

Step3 

 地域住民から 

 行政へ発信する 

 仕組みを構築 

①ワーキンググループの継続 

・河川敷全般における課題抽出とその解決策を

検討するとともに河川敷の新たな活用を検討

する。 

②親水エリアの日常的な管理体制を確立する。

・地域住民が主体となっての草刈りや清掃など

の日常管理が定期的に実施される体制を確立

する。 

     

 

平成 27 年度の活動一覧 

活動分野 活動名 実施時期 

河川の適切な活用を推進する

活動 
大塚地区公園整備計画のベストな実現に向けた活動 

5・7・9・10・

1・3 月 

河川の環境保全を図る活動 

バッタのオリンピックの開催 9 月 

大塚地区水辺クリーンアップ活動 

【高槻市域淀川本川・芥川クリーンアップ大作戦（仮称）】 
3 月 
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10.大塚地区公園整備計画のベストな実現に向けた活動  ・平成 27 年 4 月 27 日(月) 
10.1 実施状況 

活 動 名 大塚地区河川公園整備計画のベストな実現に向けた活動（第４回課題検討 WG） 

活動分野 啓発その他 

氏  名 原 健二（高槻出張所管内河川レンジャー) 

連携等  

活動日時 ●平成 27年 4 月 27 日（月） 17:30～18:50 

実施場所 ●高槻市南大冠公民館 

 
参加対象 地域住民・団体(地域団体)（団体名：河川公園大塚地区公園整備計画課題検討 WG メンバー ）

参加人数 参加総数 7 名 本人除く 

 参加者 7 名 課題検討 WG メンバー（内１名は酒井河川レンジャー） 

 講師 －  

 スタッフ －  

 連携団体関係者 －  

 府県・市職員 －  

 淀川河川事務所 －  

 河川レンジャー運営事務局 －  

スケジュ

ール 

17:30 開始 

1.堤防道路一方通行化に対する住民意見調査票に関しての検討 

2.今後の進め方 

3.次回開催日の決定 

18:50 終了 

配付資料 

○第４回河川公園大塚地区公園整備計画課題検討ＷＧ議事次第 

○淀川堤防道路の一方通行化に関する住民意見調査 

○生活道路や通学路の速度抑制の車道構造指針（日経新聞記事抜粋） 

○第３回河川公園大塚地区公園整備計画課題検討ＷＧ議事録 

関係機関からの 

支援内容 

河川事務所高槻出張所 

住宅地から堤防道路へのアクセス道の管理情報提供 

河川レンジャー事務局 

資料のコピー等 

河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備 
①第 4回ワーキンググループ検討会資料作成 

②大塚地区堤防道路調査（住宅地から堤防道路へ坂路の状況） 

当 日 

議事進行 

１．堤防道路横断の安全性確保に関しての検討 

２．今後の進め方 

３．次回開催日の決定 

事 後 ・活動報告書まとめ 

討議内容や参加者か

らの意見、及び今後

【討議内容及び意見】 

１．情報交換 

・住宅側から堤防道路への坂路の管理は高槻市であり通行止めに関して

高槻市南大冠公民館
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の取り組み  も高槻市が決めている。ポールの設置に関しては国交省が実施して 

 いるとのこと 

・生活道路や通学路での事故防止のため国交省がポール等で道幅を 

狭めて走行速度を抑制する方法を提案しており、堤防道路への応用が

考えられる 

２．住民意見調査に関して  

①住民意見調査票に関して 

自治会名を記載できるように欄を設ける 

修正したものをデータで冠コミュニティー協議会へ送る 

コピーに関しては各コミュニティーで対応 

②今後の進め方 

 ・自治会参加住民に対して 

冠地区コミュニティー協議会 

総会（5/9）で趣旨徹底 

全体会議（6/6）にて詳細説明（原が出席し説明予定） 

南大冠東地区住民会議総会 

総会（5/24）で趣旨徹底（原が出席し説明予定） 

 ・自治会不参加住民に対して 

   ルネ高槻リバーサイドガーデンマンション 

     管理組合にて原から趣旨説明済、本日の意見調査票の修正内容

で２１６戸に対して意見調査実施予定 

   他の住民に対しては今回の意見調査実施後に検討 

（高槻市との相談含めて） 

 ・6/25 までにアンケート回収する  

 ・現在進められている新名神とのアクセス道に関してこの堤防道路の 

一方通行化にどのような影響があるかも要調査 

３．関連行政への説明 

 ・国交省淀川河川事務所に関しては淀川管内河川レンジャーから説明を

する。５月の早い段階で実施予定 

 ・高槻市に関してはアンケート結果をもとに住民代表から説明をする 

高槻市の窓口：都市創造部道路管理室交通安全チーム 

４．次回予定 

 日時：2015 年 6 月 29 日（月）17：30～19：30 

 場所：南大冠公民館 

 

【今後の取り組み】 

・公園整備計画において大塚地区の最大の課題である公園へのアクセスの 

安全性確保に関しての改善策である堤防道路の一方通行化の住民意見調査結果

をベースに具体的な要望を関連行政に対して実施する 

・河川事務所に対して意見調査内容含めたこれまでの検討内容の報告を実施する

10.2 活動状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・検討会の様子 
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11.大塚地区公園整備計画のベストな実現に向けた活動  ・平成 27 年 6 月 29 日(月) 
11.1 実施状況 

活 動 名 大塚地区河川公園整備計画のベストな実現に向けた活動（第５回課題検討 WG） 

活動分野 啓発その他 

氏  名 原 健二（高槻出張所管内河川レンジャー) 

連携等  

活動日時 ●平成 27年 6 月 29 日（月） 17:30～19:20 

実施場所 ●高槻市南大冠公民館 

 

参加対象 地域住民・団体(地域団体)（団体名：河川公園大塚地区公園整備計画課題検討 WG メンバー ）

参加人数 参加総数 9 名 本人除く 

 参加者 6 名 課題検討 WG メンバー 

 講師 －  

 スタッフ   1 名 酒井河川レンジャー 

 連携団体関係者 －  

 府県・市職員 －  

 淀川河川事務所   2 名 寺内副所長、小林係長 

 河川レンジャー運営事務局 －  

スケジュ

ール 

17:30 開始 

1.堤防道路横断の安全性確保に関して 

・堤防道路一方通行化に対する住民意見調査結果に関しての検討 

・今後の進め方 

2.迷惑・危険行為に関して 

3.次回開催日の決定 

19:20 終了 

配付資料 

○第５回河川公園大塚地区公園整備計画課題検討ＷＧアジェンダ 

○淀川堤防道路の一方通行化（案） 

○堤防道路一方通行化住民アンケート結果 

○意見調査結果まとめ（南大冠東地区住民会議関連） 

○意見調査結果まとめ（冠地区コミュニティー協議会） 

○住民意見詳細内容 

○迷惑・危険行為事例 

○第４回河川公園大塚地区公園整備計画課題検討ＷＧ議事録 

関係機関からの 

支援内容 

河川レンジャー事務局 

資料のコピー等 

高槻市南大冠公民館
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河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備 
①第５回ワーキンググループ検討会資料作成 

②大塚地区堤防道路横断の実態調査 

当 日 

議事進行 

１．堤防道路横断の安全性確保に関しての検討 

２．今後の進め方 

３．危険・迷惑行為に関して 

４．次回開催日の決定 

事 後 ・活動報告書まとめ 

討議内容や参加者か

らの意見、及び今後

の取り組み 

【討議内容及び意見】 

１．堤防道路横断の安全性確保に関して 

(1)一方通行化の住民意見調査結果 

意見調査対象世帯：3,387 

回答数：2,079（回答率 61.4%） 

一方通行化賛成：1,146(55.12%) 

一方通行化反対：475(22.85%) 

どちらでもない：458(22.03%) 

・反対が想定以上に多く一方通行化は断念 

・反対意見としては①一方通行化により付近の生活道路が迂回路になり

通学等含めて危険になる可能性がある②日常的に堤防道路を使用して

いるので不便になる（公園利用者にしかメリットがない）等 

・賛成反対含めて全体的な意見として①現状の通行禁止の取締まり強化

②堤防道路の草刈（見通しが悪い）③押ボタン式信号の設置④速度 

抑制のためのバンプ（凸）の設置等 

(2)今後の対応に関して 

・一方通行化の代案として下記内容の検討 

①信号機の設置…幹線道路との交差でないので設置は難しい。 

②横断歩道前後を狭くしてスピード抑制 

③堤防階段を上ったところに人たまりの設置 

④堤防道路にバンプ（凸）を設けてスピード抑制 

 ⑤堤防道路わきの草刈の回数増 

  堤防道路から１ｍの部分は高槻市、法面は国交省が管理 

 ⑥警察による現状規制の取り締まり強化 

  スピード違反の取り締まり 

日曜日/休日の通行禁止規制の徹底（土曜日の追加含めて） 

 ⑦日曜/休日の通行禁止の規制時間変更 

  現状 7:00～19:00 ⇒ 終日 

（3）具体取り組み 

・現状仕組みの中で可能な対応を先ずは進める。 

 ①現状規制の取り締まり強化 

  スピード違反、日曜休日の通行止め取り締まりに関して高槻警察に 

  要望する。7/12 に南大冠東地区住民会議自治会長研修に高槻警察 

から講師としてくるので窓口含めて相談する。 

 ②堤防道路わきの草刈 

  堤防道路から１ｍは高槻市の管理なので高槻市に対応要望する。 

  （7/27 に各地域コミュニティーの代表と高槻市に要望に行く） 

★河川事務所（公園管理）から公園へのアクセスの安全性改善提案が 

欲しいとの意見あり。 

３．危険・迷惑行為に関して 

 ・大塚地区でのモーターパラグライダーに関して発着場としての河川敷

  の使用を占用許可が必要という観点で取り締まりできないか要検討 
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４．次回予定 

 日時：2015 年 8 月 24 日（月）17：30～19：30 

 場所：高槻市冠コミュニティーセンター 

 

11.2 活動状況 
 

  

 


